別紙(記載例―3)・・・いじめ・嫌がらせの事案

紛争の概要

1 平成　年　月　日、株式会社○○に入社し、営業部に配属され、以来3年が経過した。

2 平成　年　月　日、人事異動があり、新しく営業部長が配置された。

3 新しい営業部長は、粗野で、口が悪く、以前の職場においてもいろいろ問題を起こしていたようです。

4 申立人は、今年に入って、2月頃から、営業部長から「もっと成績を上げないと賞与はゼロ査定だぞ」とか、「おまえなんかいつでもクビにしてやる」と、他の従業員の前で言われるなどいじめ・嫌がらせを受ける日々が続いた。

5 悩んだ末、解決を求めて社長に相談したが取り合ってもらえず、何の対応もしてもらえませんでした。

6 何の改善もされないので、職場にいることが耐えられず、平成　年　月　日付けをもって退職しました。

解決を求める事項(理由を含む。)

1 被申立人は申立人に対して、金50万円を支払うことを求めます。

2 申立費用は、折半し、申立人及び被申立人が負担する。

(理由)

1 職場環境を適正に維持することは、被申立人の果たすべき義務である。

2 営業部長が粗野で口が悪く、そのため私だけでなく多くの従業員が苦しめられている状況を知りながら、放置してきた被申立人の責任は極めて重いものです。

3 被申立人が何の改善策も取らなかったことにより、退職せざるを得ない状況に追い込まれ、精神的に計り知れない苦痛を受けました。

4 そこで、慰謝料の請求と当座の生活資金を考慮して、併せて金50万円を解決金として要求するものです。

